
学校だより12月号 

めざす児童像 
・進んで学ぶ子 

・心豊かで思いやりのある子 

・元気でたくましい子 

精華町立精華台小学校

諸費の徴収について 
 12月の諸費引き落とし日は12月1８日（水）です。口座からの引き落としになりますので、ご確認

のほどよろしくお願い致します。（今学期最終日ですので、よろしくお願いします） 

人権について考える 
昭和23年（1948年）12月10日、国連において、「世界人権宣言」が採択されました。 

 世界人権宣言は、基本的人権尊重の原則を定めたものであり、人権保障の目標や基準を

初めて国際的にうたった画期的なものです。採択日である12月10日は、「人権デー

（Human Rights Day）」と定められています。人権デーを最終日とする１週間（12月４

日から12月10日）を「人権週間」と定めています。 

子どもたちは、生まれた時からスマホやタブレット端末のある世界を生き、端末を指先

で動かすだけで、世界に向けて発信できたり、情報を得ることができます。 

そんな時代だからこそ「人は誰もみんな同じように大切にされ、かけがえのない存在で

ある」「自分が手にしている自由や権利を、他の人の自由や権利を奪うために使ってはな

らない」という大切なことを繰り返し伝える必要があります。いわゆる人権教育です。 

人権はわたしたちが安心して今日と同じように明日を生きることができるようにするも

のです。 

時代劇を見ていて、身分が違うことで好きな人と結婚できなかったり、奴隷のように売

買されたりする時代に生まれなくてよかったと思うことがあります。単に時間が経って自

然に今のような世界になったのではなく、力を持つ人たちが決めたルールに抗議し、ある

いは議論を重ねて、世の中を変えた先人の努力のおかげです。 

そうした長い歴史を経て、どんな人も他の人との違いを理由に排除されたり、いじめら

れたり、自由を奪われたりすることがないように、社会のルールが決められています。し

かし現在でもまだ、肌の色や民族、性別、性的指向、障害や病気などで「社会の主流では

ない／少数派」とされた人たちが、他の人と同じように扱われず、仲間はずれにされたり

暴力を振るわれたりしています。残念ながら日本は世界の中でもそうした性別による男女

格差（ジェンダーギャップ）がとても大きい国の1つです。ジェンダーギャップ指数は世界

で日本は１２５位（例 全国の市町村長の女性比率はたったの２％、２０２３年度 男子

サッカー天皇杯優勝賞金１億５千万円 女子サッカー皇后杯優勝賞金１千万円 生涯獲得

賃金において女性は男性の７３％にとどまるなど） 

学校でも人権について教えますが、大切なのは、私たち大人が態度や行動で伝えること

だと思います。差別や暴力にはNOを、仲間はずれや嫌がらせ、人を貶めたり蔑ろにしたり

する言動にも、はっきりと厳しい態度を示すことが必要だと考えます。子どもたちが安心

安全に、人権が守られながら毎日を過ごせるように教職員一同、地域・保護者の皆さんと

ともに頑張っていきたいと思います。             （校長  鵜澤 和幸） 

   下校時刻 

日 曜日 行        事 1年 2年 3年 4年 5年 6年 
1 日     

2 月 身体測定5年 6-2 6-3 13:10 14:15 15:05 

3 火 身体測定4年 6-1 6-4 14:30 15:20 

4 水 
制服採寸14:１５～ 

身体測定2・3年 14:15 

5 木 
中間：クリスマス読み聞かせ 

身体測定わ・１年 14:30 15:20 

6 金   13:10 14:15 15:05 

7 土     

8 日     

9 月 全校短縮校時の日 12:50 13:45 14:35 

10 火 
中学校授業体験（西中・精中） 

朝の読み聞かせ(1・4・わ) 14:30 15:20 

11 水 地域児童会 14:15 

12 木 短５校時 昔遊び体験1年(1～3h) 13:45 

13 金 
短4、5校時(ライトダウンデー) 

登校指導 12:50 13:45 

14 土     

15 日     

16 月 
短4校時 希望制個別懇談会① 

平和学習６年(3・4h) 12:50 

17 火 
短4校時 しめなわ５年 

希望制個別懇談会② 12:50 

18 水 
短４校時 外国語録音5年 

希望制個別懇談会③ 12:50 

19 木 
短４校時 平和学習６年(3・4h) 

希望制個別懇談会④  ガンプラ５年 12:50 

20 金 
短4校時 希望制個別懇談会⑤ 

給食最終日 福祉体験５年 12:50 

21 土     

22 日     

23 月 短3校時  11:20 

24 火 
短3校時 終業式 

大掃除  11:20 

25 水 

冬休み１月７日（火）まで  

26 木 

27 金 

28 土 

29 日 

30 月 

31 火 



 

 本校では、保護者の皆様や地域の方々にご協力をいただいている取組がたくさんあり

ます。登下校見守りや出前授業、のいちごさんによる読み聞かせ、学校内の清掃、今年

度は救命講習会を開くなど、子どもたちによりよい教育ができるように、多様な視点か

ら関わっていただいています。本当にありがとうございます。本物に触れる体験学習で

は、たくさんの喜びや不思議に出会い、知識だけではない、人々とのコミュニケーショ

ンを学んだり、自分で意欲的に学び・考え・行動する力がつくと考えます。知恵や経験

を子どもたちに伝え、子どもたちが自ら考えることは、今後の生活においてもとても大

切なことだと感じます。よりよい社会をつくる一員として、主体的に行動できる子ども

たちが育っていけるように、これからも皆様のご協力をお願いいたします。 

  

駅伝メンバーは、この約２ヶ月の間、ペースランニング、追い抜き走、外周、坂道

ダッシュ、自主練習と日々がんばってきました。時には練習が厳しく、くじけそう

になっている姿も見られましたが、最後まで諦めずに走り切ることができました。

当日出場した駅伝メンバーはもちろんのこと、日々の練習に参加し、一緒に力を高

めた駅伝メンバーたちにも大きな拍手を送りたいと思います。 

まずは駅伝。今年度より競技場が変わり、どこを走っていても声援が聞こえる環境

となり、他の学校の掛け声も大きく…、駅伝メンバーの緊張が伝わってきました

が、自分の力を信じ、今までの練習の成果を発揮しました！どの選手もたすきを受

け取り、最後まで力いっぱい走り切る姿は輝いていました。また、駅伝練習には、

当日参加した選手の他にもたくさんの人が参加し、声を掛け合い自分たちの力を高

め合っていました。当日は今までの参加者たちの思いが詰まった横断幕も飾られて

おり、心をつないだ応援メンバーは、力の限り声を出してエールを送っていまし

た。選手たちは、たくさんの声援を力に変え、練習中はメンバーでもあり、時には

ライバルとしてがんばってきた仲間を信じ、一生懸命に走ることができました。駅

伝の結果は、精華台Aチームは準優勝、精華台Bチームは１５位と素晴らしい成績と

なりました。 

そして、次は持久走大会。４名が４００メートルトラック２周を走りました。長い

距離のため、それぞれの作戦が見られました。前半にとばす人もいれば、後半にス

ピードをあげる人もいる。その中で自分のペースを守り、攻めて走ることはとても

難しかったと思いますが、最後まで全力で走り切ることができました。その中で、

６年生の森島くんは見事１位となりました。今までの練習のがんばりを精一杯発揮

した駅伝メンバー、本当に素晴らしかったです。これからも、仲間を大切に周りの

人への感謝を忘れず、今後の学校生活も頑張ってくれることを期待しています。保

護者の皆様も、ご声援、サポート等、ありがとうございました。 

 ４年生は「京エコロジーセンター・京都市青少年科学センター」に行ってきまし

た。地球温暖化防止やごみ減量などの環境学習について学びました。また、たくさん

の体験型の展示品をとおして、楽しみながら理科や科学に親しむことができました 。

５年生は「鈴鹿サーキット・本田技工研」に行ってきました。重量物や、難姿勢作業

などをロボットに置き換えるなど、効率的な生産ラインで、エンジンから完成車にい

たるまでの工場の工夫などを学びました。 
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本田技工研 


